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２
面
…
論
壇
「
２
０
２
４
年
歯
科
診
療
報
酬
改
定
に
思
う
」

３
面
…
医
科
・
歯
科
２
０
２
３
年
度
個
別
指
導
指
摘
事
項

（
そ
の
２
）、
医
療
情
報
取
得
加
算
の
区
分
廃
止

４
面
…
保
険
証
存
続
の
取
り
組
み

５
面
…
マ
イ
ナ
保
険
証
ト
ラ
ブ
ル
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

６
面
…
研
究
会
・
講
習
会
案
内
、
愛
媛
で
医
療
研
開
催

主な記事

　
十
月
十
八
日
付
け
で
、
関

東
信
越
厚
生
局
指
導
監
査
課

か
ら
対
象
と
な
る
歯
科
医
療

機
関
に
対
し
て
、
集
団
的
個

別
指
導
の
選
定
通
知
が
送
付

さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
十
一
月
か
ら

十
二
月
の
期
間
で
四
回
開

催
。
会
場
は
さ
い
た
ま
新
都

心
合
同
庁
舎
一
号
館
で
、
講

習
会
形
式
で
行
わ
れ
る
。
選

定
通
知
で
は
出
席
す
る
日
時

が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
都

合
の
良
い
他
の
日
時
で
出
席

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（
日
程
は
下
表
参
照
）。

　
今
年
度
の
基
準
平
均
点
数

は
一
三
九
一
点
。
こ
れ
を
超

現
況
調
書
１
枚
が
３
枚
に

医
療
機
関
の
事
務
負
担
増

え
た
上
位
八
％
に
含
ま
れ
る

歯
科
医
療
機
関
二
七
六
件
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
協
会

は
選
定
基
準
に
高
点
数
と
い

う
合
理
的
根
拠
が
な
い
指
標

を
持
ち
込
む
こ
と
に
反
対
し

て
い
る
。

　
な
お
、
集
団
的
個
別
指
導

を
理
由
な
く
欠
席
し
た
場

合
、
翌
年
度
の
個
別
指
導
に

選
定
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、

注
意
さ
れ
た
い
。

共済部からのご案内　　　　　お問い合わせは共済部まで　TEL 048-824-7130

保険医
年　金

一時金の年内着金を
ご希望の方へ

　一時金の年内着金をご希望の場合、協会への書
類提出締切は例年 12 月中旬となっております。
お早めにご連絡いただき、手続きをお願いします。
詳しくは協会までお問合せください。
　なお、年明けの着金でも、支払通知書の支払事
由発生日（支払処理日）が年内の場合は、2024
年分の申告となりますのでご注意ください。

グループ
生命保険

「控除証明書」を
ご希望の方へ

　「生命保険料控除証明書」をご希望の
方は、協会までご連絡ください。
　予めご希望いただいた方には 11月中
旬に発送予定です。

医賠責
保　険

加入者証送付の
ご案内

　保険医協会の医賠責保険は自動継続です。
　継続による保険期間は 2024 年 11 月 1日から 1
年間で、新しい加入者証は 12月下旬に送付予定で
す。保険料は 1月 23日にご指定口座からの自動振
替とさせていただきます。
　医療事故・紛争時はまず協会までご連絡ください。

投
春
新

稿
募
集

テ
ー
マ
「
新
政
権
に
望
む
こ
と
」

写
真
や
絵
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
も
募
集
中

＊
締
切
　
12
月
２
日
（
月
）
必
着

（詳細8面）

　
十
一
月
に
実
施
さ
れ
る
個

別
指
導
に
あ
た
っ
て
十
月
に

送
付
さ
れ
た
歯
科
個
別
指
導

の
選
定
通
知
か
ら
、
事
前
に

提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
書

類
の
様
式
が
改
悪
さ
れ
た
。

　
従
来
、
指
導
を
受
け
る
保

険
医
療
機
関
は
、
医
師
数
や

診
療
時
間
、
施
設
基
準
の
届

出
状
況
な
ど
を
一
枚
の
「
保

険
医
療
機
関
現
況
調
書
」
に

記
載
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し

て
き
た
。

　
し
か
し
、
今
回
か
ら
提
出

す
る
書
類
が
「
保
険
医
療
機

関
（
歯
科
）
の
概
要
」
と
「
保

険
医
、
歯
科
衛
生
士
等
、
従

事
者
の
概
要
」
の
計
三
枚
に

さ
れ
、
記
載
項
目
も
大
幅
に

増
加
さ
れ
た
。

改悪

　
追
加
さ
れ
た
項
目
は
、
特

定
共
同
指
導
の
通
知
か
ら
引

用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
が
、
個
別
指
導
の
実
施
に

関
連
す
る
内
容
と
い
う
よ

り
、
調
査
的
な
意
味
合
い
が

強
い
（
追
加
項
目
は
左
表
を

参
照
）。

　
こ
う
し
た
内
容
は
通
常
の

個
別
指
導
で
は
不
要
で
あ

り
、
事
前
に
提
出
す
る
資
料

は
必
要
最
低
限
の
内
容
と
す

る
べ
き
で
あ
る
。

　
協
会
は
厚
生
局
に
記
載
内

容
の
必
要
性
を
問
い
、
提
出

書
類
を
一
枚
に
戻
す
よ
う
求

め
て
い
く
。

歯科個別指導

集
団
的
個
別
指
導

２
７
６
件
に
通
知
送
付

歯科

　
十
月
二
十
七
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
総
選
挙
は
与
党
が
大
敗
し
、
過
半
数
割
れ
と

な
っ
た
。
裏
金
問
題
に
対
す
る
有
権
者
の
強
い
批
判
が
顕
わ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
近
年

の
政
策
・
施
策
へ
の
評
価
で
も
あ
る
。

　
医
療
分
野
の
政
策
は
課
題
が
山
積
み
で
あ
る
。
協
会
は
、
新
た
な
議
員
構
成
と
な
っ

た
国
会
に
対
し
て
、
保
険
証
存
続
を
要
請
す
る
請
願
署
名
の
提
出
や
、
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
の
期
中
改
定
要
求
な
ど
、
地
域
医
療
を
守
る
政
策
を
要
請
し
て
い
く
。
マ

イ
ナ
保
険
証
の
紐
づ
け
解
除
の
申
請
受
付
も
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
希
望
者
に
情

報
提
供
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
（
関
連
３
面
、
４
面
、
５
面
）。

期
中
の

再
改
定
要
求

　
今
年
の
診
療
報
酬
改
定
は

地
域
医
療
の
評
価
を
大
き
く

歪
め
、
ス
タ
ッ
フ
確
保
を
含

め
て
医
療
経
営
に
も
大
き
な

負
担
を
か
け
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
優
遇
す

る
施
策
と
し
て
、
医
療
Ｄ
Ｘ

推
進
体
制
整
備
加
算
が
十

月
、
来
年
一
月
と
二
段
階
で

「
利
用
率
」
に
よ
る
点
数
変

更
が
実
施
さ
れ
、
医
療
情
報

取
得
加
算
は
健
康
保
険
証
に

よ
る
受
診
時
の
点
数
が
廃
止

さ
れ
る
な
ど
、
期
中
に
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
り
続
け
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進

を
診
療
報
酬
に
組
み
込
む
手

要
請
書
を
各
党
や
候
補
者
等

に
提
出
。「
廃
止
を
強
行
す

れ
ば
医
療
現
場
に
混
乱
が
拡

が
る
」
と
延
期
を
求
め
た

（
全
文
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

　
総
選
挙
で
躍
進
し
た
立
憲

民
主
の
野
田
代
表
は
「
紙
の

保
険
証
を
残
す
」
と
選
挙
直

後
の
報
道
番
組
で
抱
負
を
述

べ
た
。
保
険
証
の
新
規
発
行

停
止
を
延
期
す
る
こ
と
は
実

務
的
に
容
易
で
、
か
つ
予
算

も
必
要
と
し
な
い
。
与
党
自

民
党
で
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
選
挙

前
に
実
施
し
た
候
補
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
「
廃
止
は
延

期
」「
回
答
し
な
い
」
と
し

た
議
員
は
少
な
く
な
い
状
況

だ
。
協
会
の
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
「
十
二
月
の
廃
止
」

に
反
対
す
る
声
は
九
割
を
超

え
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
め

ぐ
り
不
具
合
や
ト
ラ
ブ
ル
を

経
験
し
て
い
る
会
員
は
七
割

で
あ
る
。
保
団
連
の
全
国
調

査
も
メ
デ
ィ
ア
に
て
大
き
く

報
道
が
さ
れ
た
他
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
各
協
会
の
理
事
長

ら
が
街
頭
で
宣
伝
行
動
を
実

施
す
る
な
ど
、
保
険
証
を
残

す
取
組
は
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
。
早
急
に
国
会
が
愚
策

の
保
険
証
廃
止
の
見
直
し
を

決
議
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
解
除
申

請
の
受
付
は
多
く
の
保
険
者

で
十
月
末
に
開
始
さ
れ
た
。

10月 6日、新宿駅前で「保険証の存続」を訴える宣伝行動。
関東ブロック各協会の理事長らの前に立ち訴える山崎理
事長（関連 4面）

保険証存続と保険証存続と診療
報酬期中改定を期中改定を

法
は
医
療
現
場
を
翻
弄
、
混

乱
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
財
源

は
医
療
内
容
の
評
価
に
適
切

に
反
映
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
件

費
の
原
資
と
し
て
導
入
さ
れ

た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
も

診
療
所
に
お
け
る
届
出
数
は

伸
び
な
い
。
医
療
業
界
で
汗

を
か
く
従
事
者
、
ス
タ
ッ
フ

に
対
す
る
待
遇
を
他
の
産
業

並
み
に
す
る
た
め
に
も
、
次

回
改
定
を
待
た
ず
期
中
に
一

刻
も
早
い
抜
本
的
な
見
直
し

が
必
要
だ
。
混
乱
を
回
避
さ

せ
医
療
業
界
を
守
る
た
め
に

協
会
は
新
た
な
政
権
、
総
選

挙
で
選
出
さ
れ
た
議
員
ら
に

要
請
を
し
て
い
く
。

保
険
証
廃
止
は

早
急
に
見
直
し
を

　
協
会
は
衆
院
選
の
告
示
の

直
前
、
十
月
十
日
に
「
保
険

証
廃
止
の
延
期
」
を
求
め
る

与
党
過
半
数
割
れ

山
積
み
課
題
の
解
決
を
総選挙

地域医療
を守る


